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区分 氏　　名 職業（役職） 在籍期間

金子　正美 酪農学園大学農食環境学群環境共生学類教授 H23.8.1～

○吉中　厚裕
酪農学園大学農食環境学群環境共生学類国際理解学研
究室　准教授

H29.10.1～

経営の専門家 髙井　哲彦 北海道大学大学院経済学研究院准教授 H23.8.1～

観光関係者 ○土田　史郎 一般社団法人札幌観光協会　事務局長 H29.10.1～

後山　直久 株式会社テレビ北海道　事業部部長 H27.9.30～

八木　由起子
株式会社えんれいしゃ 出版事業局 出版部
北海道生活グループ担当次長

H25.8.1～

地域住民の代表者 矢野　信一 円山西町町内会会長 H27.9.1～

○武田　美保 無職 H29.10.1～

○中本　真子 酪農学園大学学生 H29.10.1～

○森田　久芳 無職 H29.10.1～

市民動物園会議委員名簿（平成29年10月1日現在）

動物・環境の専門家

市民公募委員

メディア関係者

※第33回から就任する委員には氏名の前に○を付している。
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円山動物園の現況について 

 

１ 現在の施設概要及び人員体制 

 （1）施設概要 

   構造物67棟（うち動物施設32棟） 

 （2）飼育動物数 

   167種、918点 ※平成29年10月31日現在 

（3）人員体制 

職員49人(うち獣医療担当5人、動物専門員10人、飼育員13人) 

※Ｈ29春から新たな職として「動物専門員」を設置し、3人を新たに採用。 

 

２ 今年度実施したイベント等 

日程 名称 内容 

5/3(祝)～7(日) ゴールデンウィーク

イベント 

キャラクターショーなどのイベントを多数実施した。 

5/20(土)、21(日) アースデイ 「地球のことを考え行動する日」をテーマにしたイベン

トを開催した。 

7/10(月)～8/18(金) 幼児･児童動物画コ

ンクール作品展示 

市内在住の小学生以下の幼児・児童を対象に、円山動物

園の動物を描いた絵画を募集し、入選作品を園内で展示

した。 

7/29(土) ハーティナイト 障がいのある方を無料招待し、夜の動物園を楽しんでい

ただくイベントを実施した（家族、介護者も無料招待）。 

8/11(祝)～13(日)、

18(金)、19(土) 

夜の動物園 夜の動物の生態を観察するため、計 5 日間、閉園時間を

延長した。 

8/19(土) Qoo 動物クイズスタ

ンプラリー 

園内で実施した動物クイズラリーに参加していただいた

方にQooデザインのペットボトルをプレゼントした。 

8/25(金) 市民公開講座「科学

する動物園」 

平成29年2月に締結した連携協定にもとづき、北海道大

学大学院獣医学研究院・獣医学部と円山動物園との連携

の第一歩として市民公開講座を開催した。 

9/1(金)、2(土)、

8(金)、9(土) 

夜の動物園プレミア

ムツアー 

各日90名を定員として、飼育担当者が夜の動物園をガイ

ドするツアーを実施した。 

 

３ 過去3年間の来園者数の推移                             (人) 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

Ｈ27 127,120 167,599 93,286 78,626 146,182 105,958 60,403 46,728 22,530 49,097 36,021 47,569 981,119 

Ｈ28 48,625 132,017 68,591 86,263 118,414 114,674 72,941 23,325 16,760 32,715 32,303 44,396 791,024 

Ｈ29 57,997 116,137 72,752 66,696 140,834 101,573 65,549      － 

 

４ 近年オープンした施設及び今後オープンを予定している施設 

Ｈ24.12 「アジアゾーン」オープン 

Ｈ28.8 「アフリカゾーン」全面オープン 

Ｈ30春 「ホッキョクグマ館」オープン(予定) 

Ｈ31春 「ゾウ舎」オープン(予定) 
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円山動物園ポスト基本構想策定の検討に至る経緯 

１ 平成 19 年 3 月 基本構想策定時の背景 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平成 29 年 10 月 ポスト基本構想策定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 15 年頃～（旭山動物園が躍進） 

職員や園内関係者の意識の低下 

トップマネジメントの欠如 

創意・工夫・熱意の欠如 

平成 17 年 7 月 

寄付された動物飼料を職員が持ち

帰るという事件が発生 

平成 18 年 4 月 札幌市監査委員による行政監査による指摘 

・組織としての機能不全：トップマネジメントの欠如、職員意識の格差 

・構想と計画の不存在：施設の老朽化と施設整備計画の必要性 

・経営的視点の欠如：多額の累積赤字、入園者数データの軽視  

・ 

・ 入園者：49 万人（H17） 

市組織内においても孤立露呈 

職員：意気消沈・自信喪失 

平成 19 年 3 月 札幌市円山動物園基本構想策定 

基本構想に基づき運営 

・基本理念 

「人と動物と環境の絆をつくる動物園」 

・収支均衡 

・年間 100 万人の入園者を目標 

エゾヒグマ（H22.11）、シンリンオオカミ

（H25.1）、コツメカワウソ（H25.1、H27.5）、

マレーバク（H27.5）、グラントシマウマ

（H27.8）、オオカンガルー（H29.1）の死亡 

平成 27 年 8 月 マレーグマ「ウッチー」の死亡事案に係る改善勧告 

・管理体制の見直し及び必要人員配置の確保や飼育計画やマニュアルの整備すること 

・動物の適正飼育や飼育環境の向上に必要な教育の実施すること 

・施設の総点検を実施すること 

・H27 年 9月:獣医師を一つの係に一元化、10 月に獣医師１名増員 

・H28 年 4月:動物診療担当課長、診療担当係長を配置 

・H28 年 4月:開園時間短縮及び休園日の増加 

・H29 年 4月新たに動物専門員（技術職）を設置 

アフリカゾーンオープンさせ 

入園者 100万人を！（平成 27年度） 

不適正な契約事務の発覚（平成 29年 2月） 

札幌市円山動物園 ポスト基本構想策定 

資料３-１ 

円山動物園リスタート委員会 



 

 

円山動物園ポスト基本構想策定について 

 

（１）背景 

  円山動物園では、平成 19 年３月に「札幌市円山動物園基本構想」を策定した。 

この基本構想に基づき、基本計画（平成 19～28 年度）及び基本計画改定版（平成 24～28

年度）を策定し、その後、第２次基本計画（平成29～33年度）の策定に着手していたが、平成

27 年７月のマレーグマ「ウッチー」の死亡事案の発生や不適正な契約事務の発覚など、円山

動物園の運営に関して、様々な歪があることが発覚した。 

こうしたことから、平成 19年３月に策定した基本構想を改め、新たな基本構想（円山動物園

ポスト基本構想）を策定する必要がある。 

 

（２）目的 

  今後の円山動物園運営にあたっては、日本動物園水族館協会の方針に基づき、他動物園

を参考としつつ、市民及び来園者の声を広く聴くとともに、園内職員のほか動物園及び関係

分野における専門家等の意見を取り入れることが重要であることから、こうした経過を経て、よ

り市民に理解の得られる円山動物園ポスト基本構想を策定することを目的とする。 

 

（３）業務の全体構成 

市民に理解の得られる基本構想の策定を目指し、専門家の意見を取り入れるための検討

部会、取り組みを周知するためのシンポジウム、市民・来園者の声を聴くためのワークショッ

プ、アンケート調査を実施する。 
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（４）検討部会 

 

● 第一回検討部会（11 月 6 日） 

ポスト基本構想を策定する業務の流れ、議論の進め方の提案。円山動物園の役割と目指す方

向性について意見交換。 

（資料） 現行の基本構想、本業務の背景と目的、入園者数統計、他園の基本構想の内容等 

● 第二回検討部会（12 月 13 日） 

ポスト基本構想に取り入れる項目や内容等について、職員や市民からの意見や提案をどのよう

に盛り込むかを議論。 

（資料） 職員プロジェクトにあがった意見や提案、子どもワークショップの開催報告、個別項目

に関する資料 

● 第三回検討部会（2 月 7 日） 

ポスト基本構想の素案を提示し、内容を検討する。市民ワークショップや来園者アンケートから

の民の声をどう反映するか議論。 

（資料） 新たな基本構想の素案、来園者アンケート結果概要、市民ワークショップの開催報告 

 

● 予備日（2 月 26 日） 

 

● 第四回検討部会（3 月 12 日） 

最終案の提示。市民周知の方法、今後の基本計画策定に向けた留意点の検討。 

（資料） 前回からの修正内容表、ポスト基本構想の最終案、資料集 

 

 

（５）実施企画 

 

■ 子どもワークショップ 「いっしょに考えよう！これからの円山動物園」 

会場：円山動物園 対象：小学３年生～中学生（20 名） 日程：12 月 3 日 10:00-15:00 

募集方法：動物園および関係機関での掲示、ウェブサイト、メディアへの掲載、広報さっぽろな

ど 

（概要）動物園の抱える課題や取り組みを、園内見学と説明を通して子どもたちに知ってもらい、

いっしょに考えてもらう。グループ討論やポスター作成を通して、意見やアイデアを出してもらう。

ポスト基本構想の策定の参考にするとともに、みんなで考えたプロセスを公開して、多くの市民

と問題意識を共有する。 

 

■ 市民ワークショップ「みんなで考える～動物園の社会的な役割とは？～」 

会場：円山動物園  対象：成人 20 人 開催時期：1 月中旬 

募集方法：無作為に抽出した 2000 人に案内状を郵送。参加希望者から 20 名選抜。 

（概要）動物園には、来園者に展示動物を見せるということ以外にも、調査研究、生物多様性の

維持、環境保全、教育など、さまざまな役割がある。レクリエーション施設としての役割以外に、

市民は動物園に対してどのような働きを求めているのか、職員の方々といっしょに考える。 



■ 来園者アンケート 

対象：来園者 1000 人 実施時期：11 月中旬から 1月末まで 

方法：園内でのアンケート用紙の設置、ウェブサイトからの入力 

（概要）円山動物園の基本構想につながる質問を設定する。来園者にアンケート用紙を配布し、

回収箱あるいは係員への提出により回収。アンケート用紙には、円山動物園が新たな基本構想

の策定に取り組んでいることを説明し、普及啓発にも役立てる。 

 

■ シンポジウム 

日時： 2018 年 2 月下旬～3月上旬 会場：未定 

（概要）円山動物園がポスト基本構想を策定したことを宣言し、市民に広く周知する。神奈川大

学の諸坂准教授に、近年の動物園に何が求められるのか、どのような視点を基本構想に取り入

れる必要があるのか、概要的なレビューをお話しいただく。次に円山動物園から、新たな基本

構想を策定した背景、策定の経緯を紹介する。最後に、諸坂准教授を含めた数名のパネリスト

によるパネルトークを行う。 

 

 

（６）実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．検討委員
五十音順

佐藤 香 前市民動物園会議委員・手稲区おもちゃ図書館ボランティア

高野 克也 札幌まるやま自然学校代表

福井 大祐
（副委員長）

岩手大学農学部共同獣医学科 准教授

福津 京子 札幌人図鑑　オフィス・福津代表

水落 隆志 札幌商工会議所 理事・事務局長

吉中 厚裕
（委員長）

酪農学園大学農食環境学群環境共生学類 准教授

２．オブザーバー
五十音順

金子 正美 酪農学園大学農食環境学群環境共生学類教授

小菅 正夫 札幌市環境局参与

３．札幌市円山動物園・事務局

加藤　修 札幌市環境局円山動物園長

神　賢寿 札幌市環境局円山動物園経営管理課長

山本　秀明 札幌市環境局円山動物園飼育展示課長

高橋　誠一 札幌市環境局円山動物園経営管理課調整担当係長

寺島　寛樹 札幌市環境局円山動物園飼育展示課飼育総括係長

赤松　里香 特定非営利活動法人　EnVision環境保全事務所　理事長

長谷川　理 特定非営利活動法人　EnVision環境保全事務所　研究員

円山動物園ポスト基本構想策定　検討部会委員名簿
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主な転入・転出動物の状況 

月 日 内  容 

7 月 11 日 グラントシマウマ 雄 1頭搬入（安佐動物公園） 

8 月 1日 ダイアナモンキー 雄 1頭搬入（大森山動物園） 

10 月 19 日 グラントシマウマ 雌 1頭搬入（東武動物公園） 

主な死亡動物の状況 

月 日 内  容 

7 月 5日 エゾシカ 雌 1頭死亡 

7 月 9日 エゾシカ 雌 1頭死亡 

8 月 13 日 マサイキリン 雄 1頭死亡 

10 月 7 日 ムツオビアルマジロ 雌 1頭死亡 

10 月 27 日 サーバルキャット 雄 1頭死亡 

10 月 28 日 ワオキツネザル 雄 1頭死亡 

主な繁殖動物の状況 

月 日 内  容 

5 月 29 日 エゾモモンガ 3 頭繁殖 

6 月 22 日 スローロリス 1 頭繁殖 

7 月 6日 ミーアキャット 2頭繁殖 

9 月 2日 ハイイロカンガルー 1頭繁殖 

9 月 21 日 ハイイロカンガルー 1頭繁殖 

9 月 30 日 ミーアキャット 5頭繁殖 

9 月 30 日 アルマジロトカゲ 1 頭繁殖 
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